
（評価）
Ａ ・・・・・・・・目標値の１００％以上の達成率
Ｂ ・・・目標値の８０％以上１００％未満の達成率
Ｃ・・・・ 目標値の６０％以上８０％未満の達成率
Ｄ ・・・・目標値の３０％以上６０％未満の達成率
Ｅ ・・・・・・・・・目標値の３０％未満の達成率
－（その他）・・調査中及び達成率による評価ができないもの等

第六次千葉県障害者計画　数値目標　達成状況管理表

施策
番号

主要施策 基本施策 担当課
数値目標

番号
単位

28年度
（実績）

30年度
（目標）

30年度
（実績）

元年度
（目標）

元年度
（実績）

2年度
（目標）

2年度
（実績）

評価
成果の状況等

（30年度・コメント）
成果の状況等

（元年度・コメント）
成果の状況等

（2年度・コメント）

4-(1)
４障害のある子ど
もの療育支援体
制の充実

（１）障害のある子ど
ものライフステージを
通じた一貫した療育
支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-1 箇所 36 - 38 - 38 41 －
・32年度41箇所に向け進展し
ている。

・現状維持となった。

4-(1)

（１）障害のある子ど
ものライフステージを
通じた一貫した療育
支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-2 箇所 271 360 371 390 439 420 Ａ
・新たに52事業所の開設があ
り、目標以上の事業者数を達
成した。

・新たに68事業所の開設があ
り、目標以上の事業者数を達
成した。

4-(1)

（１）障害のある子ど
ものライフステージを
通じた一貫した療育
支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-3 箇所 8
増加を目
指します

8
増加を目
指します

8
増加を目
指します

Ｅ
・新規の開設がなく、現状維持
となった。

・新規の開設がなく、現状維持
となった。

4-(1)

（１）障害のある子ど
ものライフステージを
通じた一貫した療育
支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-4 箇所 488 580 604 620 669 660 Ａ
・新たに89事業所の開設があ
り、目標以上の事業者数を達
成した。

・新たに65事業所の開設があ
り、目標以上の事業者数となっ
た。

4-(1)

（１）障害のある子ど
ものライフステージを
通じた一貫した療育
支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-5 箇所 45 55 46 60 59 65 Ｂ
・新たな開設もあったが、目標
に届かなかった。

・新たな開設もあったが、目標
に届かなかった。

4-(1)

（１）障害のある子ど
ものライフステージを
通じた一貫した療育
支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-6
市町
村

39
増加を目
指します

46
増加を目
指します

48
増加を目
指します

Ａ
・新たに2市がライフサポート
ファイルを導入し、着実に増加
している。

・新たに2市がライフサポート
ファイルを導入し、着実に増加
している。

4-(2)
４障害のある子ど
もの療育支援体
制の充実

（２）障害のある子ど
もと家族への在宅支
援機能の強化

障害福祉
事業課

4-7 箇所 96 102 112 108 120 114 A

・短期入所事業所数（障害の
ある子どもを受け入れる事業
所）は目標である102箇所を10
箇所上回る112箇所と大幅増
の実績となった。

短期入所事業所数（障害のあ
る子どもを受け入れる事業所）
は目標である108箇所を12箇
所上回る120箇所と大幅増の
実績となった。

4-(2)
（２）障害のある子ど
もと家族への在宅支
援機能の強化

障害福祉
事業課

4-8 箇所 750 800 768 850 787 900 B
・事業所の数は増加傾向にあ
るが、達成率は低くなってい
る。

・目標事業所数には至らな
かったが、事業所の数は増加
している。

4-(3)
４障害のある子ど
もの療育支援体
制の充実

（３）地域における相
談支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-9 箇所 56 50 55 50 60 50 Ａ
・事業所からの実施協議が増
え、目標の事業所数を達成し
た。

・事業所からの実施協議が増
え、目標以上の事業所数と
なった。

4-(3)
（３）地域における相
談支援体制の充実

障害福祉
事業課

4-10 人 6
増加を目
指します

7
増加を目
指します

7
増加を目
指します

Ｅ
・新たに1圏域で1名の配置が
あり、増加した。

・現状維持となった。

4-(4)
４障害のある子ど
もの療育支援体
制の充実

（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-11 箇所 3 30 16 30 17 30 Ｄ
・16箇所（県1、圏域1、市町村
14）の設置があった。

・新たに1圏域の設置があっ
た。

4-(4)
（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-12 箇所 24 - 24 - 24 30 －
・新たに4事業所の開設があっ
た。

・現状維持となった。

4-(4)
（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-13 箇所 25 - 27 - 28 31 －
・新たに3事業所の開設があっ
た。

・1事業所の増となった。

4-(4)
（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-14 人 - 50 15 70 17 90 Ｅ ・15名の配置があった。 ・17名の配置があった。

居宅介護事業所数（障害のある
子どもを受け入れる事業所）

障害児等療育支援事業実施見
込み箇所数

短期入所事業所数（障害のある
子どもを受け入れる事業所）

医療的ケア児に対する関連分野
の支援を調整するコーディネー
ターの配置人数

療育支援コーディネーターの配置
人数

医療的ケア児支援のための関係
機関の協議の場の設置数

主に重症心身障害児を支援する
児童発達支援事業所数

主に重症心身障害児を支援する
放課後等デイサービス事業所数

保育所等訪問支援事業所数

ライフサポートファイルの実施市
町村数

児童発達支援センター数

児童発達支援事業所数

医療型児童発達支援事業所数

放課後等デイサービス事業所数

項目

1
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（評価）
Ａ ・・・・・・・・目標値の１００％以上の達成率
Ｂ ・・・目標値の８０％以上１００％未満の達成率
Ｃ・・・・ 目標値の６０％以上８０％未満の達成率
Ｄ ・・・・目標値の３０％以上６０％未満の達成率
Ｅ ・・・・・・・・・目標値の３０％未満の達成率
－（その他）・・調査中及び達成率による評価ができないもの等

第六次千葉県障害者計画　数値目標　達成状況管理表

施策
番号

主要施策 基本施策 担当課
数値目標

番号
単位

28年度
（実績）

30年度
（目標）

30年度
（実績）

元年度
（目標）

元年度
（実績）

2年度
（目標）

2年度
（実績）

評価
成果の状況等

（30年度・コメント）
成果の状況等

（元年度・コメント）
成果の状況等

（2年度・コメント）
項目

4-(4)
（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-15 箇所 16 17 17 17 17 17 Ａ
・新たに1施設の開設があり、
目標を達成した。

・目標の定員を維持している。

4-(4)
（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-16 人 278 288 288 288 288 288 Ａ
・新たに1施設の開設があり、
目標の定員を達成した。

・目標の定員を維持している。

4-(4)
（４）障害のある子ど
もへの医療・福祉
サービスの充実

障害福祉
事業課

4-17 人 582 582 582 582 588 582 Ａ ・目標の定員を維持している。
・定員増の施設があり、目標を
超えた。

4-(5)
４障害のある子ど
もの療育支援体
制の充実

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-18 ％ 96.6 97.4 98.4 97.8 98.1 98.2 Ｂ

・特別支援学級、通級指導教
室の在籍児童生徒はもとより、
合理的配慮の提供の申し出の
あった幼児児童生徒に対して
計画の作成と活用を推進しま
した。

・特別支援学級在籍及び通級
による指導を受けている児童
生徒はもとより、通常の学級に
在籍し計画を必要とする児童
生徒に対する計画の作成と活
用について指導助言しました。

4-(5)

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-19 ％ 92.9 95.3 94.9 96.5 96.5 97.7 A

・特別支援学級、通級指導教
室の在籍児童生徒はもとより、
合理的配慮の提供の申し出の
あった幼児児童生徒に対して
計画の作成と活用を推進しま
した。

・特別支援学級在籍及び通級
による指導を受けている児童
生徒はもとより、通常の学級に
在籍し計画を必要とする児童
生徒に対する計画の作成と活
用について指導助言しました。

4-(5)

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-20 ％ - - 85.5 - ー 90 —

・これまで文部科学省の調査
をもとに設定していまいました
が、３０年度より調査項目が変
更になりました（教員研修受講
率→校内研修実施率）。特別
支援教育の理解推進のため、
研修の充実を図りました。

・令和元年度は調査未実施で
したが、特別支援教育は重要
な問題であり、特別支援教育
の推進のため、引き続き研修
の充実を図っていきます。

4-(5)

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-21 ％ 100 100 100 100 100 100 Ａ

・引き続き、一人一人の教育的
ニーズに応じた適切な支援が
できるよう特別支援教育に関
する校内関係者による委員会
の設定、会議の質的向上を進
めました。

・特別支援教育についての校
内委員会は全校で設置されて
おり、効率的な会議運営、質
的向上について指導助言しま
した。

4-(5)

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-22 ％ 100 100 100 100 100 100 Ａ

・引き続き、学校における特別
支援教育コーディネーターの
資質の向上を図り、複数の教
員を指名できるよう校内支援
体制の充実を図りました。

・全校で特別支援教育コーディ
ネーターは指名されています。
研修を実施し、コーディネー
ターの資質向上を図りました。

4-(5)

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-23 ％ 87.7 90.6
93.6
90.6

92.1 92.7 93.5 Ａ

・引続き、特別支援学校に勤
務する全ての者が特別支援学
校教諭免許状を取得するよう
に働きかけました。

・継続して、特別支援学校に勤
務する全ての者が特別支援学
校教諭免許状を取得するよう
指導助言しました。

4-(5)

（５）障害のある子ど
も一人一人が十分に
教育を受けられるた
めの取組の充実

特別支援
教育課

4-24 ％ 100 100 100 100 100 100 Ａ

・各校において、特別支援学校
のセンター的機能を発揮し、相
談対応数は1万件を超えまし
た。

・各校の教師の専門性や施
設・設備を生かした地域におけ
るセンターとしての機能を発揮
しました。

幼・小・中・高等学校等において、個
別の指導計画の作成を必要とする児
童等のうち、実際に個別の指導計画
が作成されている児童等の割合

幼・小・中・高等学校等において、個
別の教育支援計画の作成を必要とす
る児童等のうち、実際に個別の教育
支援計画が作成されている児童等の
割合

特別支援教育に関する校内研修
実施率

特別支援教育に関する校内委員
会の設置率

特別支援教育コーディネーターの
指名率

医療型障害児入所施設入所定
員

障害児入所施設数

福祉型障害児入所施設入所定
員

特別支援学校教員の特別支援
学校教諭免許状保有率

特別支援学校のセンター的機能
を主として担当する分掌・組織の
設置率

2


